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　１．はじめに
　ベトナム・フエ省Tam Giang ラグーン周辺で
は，ベトナム中部で数年に一度程度発生している
洪水後の自然・社会環境変化や集約的養殖池の拡
大など，近年の自然的・社会的な変化が報告され
ている（Phaip et. al., 2002； 平井 他, 2004, 2010）。
ここでは，これらの報告よりも時間的スケールを
広げ，1930年代から現在までの土地利用図の作成
とその比較から，当該地域の変容を理解すること
を目指したい。
　筆者は，大友（2013）の中で，当該地域におけ
る1966年の土地利用図を作成している。今回は
1939年および2008年の土地利用図を作成し，80年
程度の当該地域の地域変化を把握した。
　２．対象地域概要
　本稿で対象とするTam Giangラグーンを有す
るフエ省は（図１），面積は約5,062㎢，人口はお
よそ110万人（2012年時点）である。1802年から
1945年までグエン朝の首都がおかれたフエ市は，
現在，当時の王宮が世界遺産に登録されている。
　フエ省の自然地形は，インドシナ半島東部のラ
オス側の山岳地域からベトナム側の南シナ海にか
けて，海岸線とほぼ平行に走るアンナン山脈の山
岳地域，丘陵地，海岸平野，ラグーン・海岸砂
丘・浜堤と構成される。標高2,000mを越えるア
ンナン山脈の山頂から海岸までの距離は50㎞程と
狭く，フエ市内をHuong川が流れ，旧河道，自然
堤防，後背湿地などからなるデルタ地形を省中央
部に形成している。南シナ海に面する沿岸部には
漂砂の堆積によって砂州が発達し，ラグーンが形
成されている（Tam Giang - Cau Haiラグーン）。
このラグーンは全長約70㎞，面積はおよそ248.76
㎢で，平均深度1.5m - 2.0m，最大深度4m - 5mの
ベトナムで最大のラグーンとなっている。
　ケッペンの気候区分によれば，Am（弱い乾季
のある熱帯性気候）気候に属し，乾季と雨季に分
かれ，9月から1月にかけて雨季，2月から8月にか
けてが乾季となる。月別降雨量のもっとも多くな
る9・10月にはHuong川下流のデルタ地域で河川
氾濫による洪水（1985，1999，2001，2005，2010
各年等）被害が深刻であり，その他にも台風や高
潮など，自然災害の常襲地域となっている（平井, 
2004）。
　３．方法
　作成した土地利用図は，1966年の土地利用図は
米軍の作成した地形図を基に作成したものである
（大友, 2013）。1939年のものは仏軍が作成した古
地図を基に，2008年のものについては，現地踏査
（2012年8月，2013年5月の2回）および衛星画像
（ALOS AVNIR-2）の判読によって作成してい
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図１　対象地域と土地利用図作成範囲
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る。判読に利用するため，衛星画像はトゥルーカ
ラー，フォールスカラー，二種のカラー合成を行
い，さらに参考資料として，Hirai et. al.（2005） 
の地形分類図を用いた。また，土地利用図作成
や衛星画像データの処理にはESRIジャパン株式
会社のArcGIS（ArcGIS for Desktop, ArcGIS for 
Desktop Basic 10.2.2）を使用した。
　４．結果と考察
　作成した土地利用図は図２，３，４である。また，
1966年および2008年の土地利用の項目別に面積と
変化率を表1に示した。
　まず，各時期の土地利用の全体像を把握する。
その後，顕著な変化の生じた土地利用項目（養殖
池，集落立地・規模，道路）と，エリア別（A~D）
の土地利用変化について考察を行う。
　4.1.　　時期別土地利用状況
［1939年（図２）］
　主な土地利用は水田，集落であるが，海岸部は
要塞や砲台，駐屯地など，軍用地としての利用が
目立つ。その他に塔やパゴダ（Pagoda）と記さ
れる寺・社・祠等も多い。また，一カ所だが，コ
コナッツ林も見られる。道路は現在の国道（1A
号）にあたるものが一本あり，道路沿いに線路が
引かれているが，周辺に大きな集落はあまり存在
せず，小さな集落が点在するのみである。
　当時，ベトナムはフランスの占領下にあり，道
路や線路の主たる利用者は地域住民ではなく仏軍
であった可能性も考えられる。また，対象地北西
部の大半を占める砂丘地の記載は地形についての
みであった。
［1966年（図３）］
　主な土地利用は水田，集落，墓地と，1939年
と同様だが，道路距離が1939年の91.19㎞から
1,615.50㎞に増加し，道路沿いでの土地利用が活
発化している。それに伴い，内陸部だけでなく，
1939年の地図では利用の見られなかった砂丘内お
よび，砂丘地と他の土地利用との境界部分で，道
路(荷馬車道や未舗装道路)沿いに集落が帯状に拡
大し，その背後に水田が拓かれている。
　中央部デルタ域では，Huong川が流れ，それが
蛇行を繰り返すうちに，旧河道，後背湿地，自然
堤防といった地形が複雑に形成され，それぞれに
対応する形で水田や集落，墓地として利用されて
いることが読み取れる。内陸部や砂丘地では空地
が目立ち，土地利用のなされていない箇所も多い。
［2008年（図４）］
　集落，フエ市街地の拡大，ラグーン湖岸での水
田・砂地から養殖池への土地転換，沿岸における
海岸林や，内陸部での貯水池の造成，砂丘地帯で
表１　土地利用項目別の面積および構成比変化（1966年と2008年の比較）
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の植林地の出現など，過去2時期の土地利用図に
比べて非常に活発な土地利用状況が見られる。
　また，以前は軍用地として利用されていた
TamGiangラグーンの湖口（Thuan An inlet）南
東海岸部での集落の拡大も著しく，住居形態も都
市的に集合している。
　割合的に見れば，土地利用のおよそ4割を田畑
が占めるが，畑，集落，墓地，養殖池など，他の
土地利用の割合が増加しており，利用形態が複雑
化している。
　また，1966年時点の内陸部空地箇所はほぼ開拓
され，田畑及び居住地として利用されている。墓
地以外には未利用だった砂丘地帯も，植林地，畑，
居住地として利用されている。1966年に比べ，水
田の割合が減少しているが，これは1966年の地形
図で畑と田が区別されていないためである。2008
年の田畑の面積合計は約30,000haであり，1966年
の水田面積も同じ程度であるので，田畑の面積に
はほとんど変化が見られない。
　次に，顕著な土地利用変化の見られた土地利用
項目ごとと，エリア毎に詳細分析エリアについて
みていきたい。
　4.2.　項目別土地利用変化
［養殖池］
　養殖池の面積は2,931haであり，対象エリアの
2008年時点の土地利用の3.6%を占める。主に1966
年時点でのラグーンに面した砂質の土地と，ラ
グーンの水面に養殖池が造成されているが，水田
として利用していた箇所にもエビ養殖池が広がっ
ている。さらに，標高5m-10mの海岸砂丘部にも
養殖池の造成が見られた。
　平井ら（2010）は，対象地におけるエビ養殖
池を養殖池・施設及び経営形態の特徴から6タイ
プに分類し，a）網いけす養殖（定置網の漁場を
竹と網で囲い込んだもの）， b）アースポンド（浅
瀬のラグーン内に方形に土手を造成する），c）湖
岸型（一辺がラグーンの湖岸に接している），d）
砂州型（ラグーン内の砂州上で地面を0.5 ～ 1m程
掘り込み，周囲を土や泥で囲んだもの），e）水田
型（湖岸低地の水田を養殖池に転用したもの），f）
砂丘型（標高10m前後の海岸砂丘の頂部を平坦に
整地し，1.5m ～ 2m程掘り込んで遮水シートをし
いて養殖を行う。用水は沖合20m水深約8mの海
水と，砂丘地の地下水をくみ上げ，3:1の割合で
混同し，塩分濃度15 ～ 20‰にして用いる。年間
図２　1939年の土地利用図
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図３　1966年の土地利用図（大友,2013　を改変）
図４　2008年の土地利用図
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を通して養殖可能で，年間の収量はaの65 ～ 100
倍，eの約10倍）とした。
　これに従えば，砂丘部の養殖池はfの砂丘型に
属し，近年になり出現した，他のタイプの養殖池
とは性質の異なるものである。
　図５はフエ省における2000年から2011年の養殖
場水面面積の推移と，2000年から2011年までの養
殖エビ生産量の推移である。この10年で，フエ省
全体の養殖場水面面積は約2,800haから約5,900ha
にまで増加しているが，その増加率をみると2005
年以降は安定して推移している。
　対象地のエビ養殖池拡大過程については，既に
Phaipら（2002）が報告している。それによれば，
対象地のラグーン域では1980年代半ばから養殖が
始まり，1999年の大洪水以降に急増したとされ，
その面積は1999年の1,000haから2001年に2,700ha
となったと報告されている。2004年以降の養殖場
の水面面積や生産量の増化率の減少については，
平井（2010）が湖内でのエビ養殖の増大・過密
化，湖岸での養殖池の造成に伴う水生植物群落の
破壊，および集約型養殖の進展などによる潮流阻
害や水質悪化などを要因として報告している。
［集落］
　対象地域における集落・居住地の面積は1966年
が 約9,682ha，2008年 が 約12,642haと， 約3,000ha
増加している。まず1939，1966，2008年の三時期
間の集落立地の変化を追い，その後規模変化の分
析を行う。
　1939年の集落規模については，古地図の記載が
制限されており，正確な面積値を把握できないた
め，この年については立地分析のみとする。
［集落立地］
　1939年の土地利用図（図３）から，集落の立地
は海岸部，中央部デルタ地域，線路・道路沿い，
Huong川の流れるフエ市街地の4タイプに分けら
れる。
　図６では，集落全体の9割が立地する内陸部（中
央部デルタ地域，線路・道路沿い，フエ市街地）
の集落に対して，河川・水路から徒歩圏距離（こ
こでは，徒歩5分以内の距離と考え，400mに設定
している）内の集落を抽出した。
　結果，内陸部で対象とした集落の内，約74%が
徒歩圏内に立地しており，距離を500mに広げる
と約80%の集落が河川や水路沿いに立地している
ことが分かった（表２）。
　1966年の場合，河川・水路から400mバッファ
をかけると（図７），1939年時点では全体の内
約74%の集落が範囲内に位置していたのに対し，
1966年では約60%に減少していることから（表
３），水系からの距離に関係なく集落や居住地の
選択が行われるように変化しつつあることが分か
る。2008年になると（図８），範囲内には集落全
体の約57%が当てはまった（表４）。1966年が約
60%であったので，ここではあまり大きな変化は
見られない。
［集落規模］
　図９は，1939年の集落ポイント，それと1966年
の集落（ポリゴン）の重複部分，1966年に出現し
図５　 フエ省における2000年から2011年の養殖場水
面面積及び養殖エビ生産量の推移
表２　1939年の河川・水路沿いの集落立地数とその割合
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図６　河川・水路からの400mバッファと集落立地（1939年）
図７　河川・水路からの400m（徒歩圏）バッファと集落立地（1966年）
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た集落を表している。図中の最も濃い色の灰色の
凡例が1939年から存在しているであろう古い集落
である。
　ここでは，1939年の集落のポイントデータから
半径150m以内に位置する1966年の集落のポリゴ
ンを抽出した。距離を150mに設定したのは，土
地利用図を作成する際に用いた地図の作成元が
1939年と1966年で異なり，図を重ね合わせた際に
歪みが生じるためである。複数の2地点間のズレ・
歪みを計測し，その値の平均的な数値であった
150mを誤差の範囲内とした。
　図から，1939年から1966年の約30年間に生じた
集落の拡大について，次の五つの点が理解できた。
① 1939年時，北西側の海岸部砂地に1~2㎞程の
距離をおいて点在していた集落間隔が，1966年に
は約500m~1㎞程度に短縮され，かつラグーン内
水側で帯状に拡大していること。
② ラグーン南東部海岸部及びラグーンを挟んで
向かい側の内陸部において，1939年にはほとんど
集落が存在せず，存在しても小規模であった箇所
に集落が出現していること。
③ 1939年ではフエ市南東部の道路沿いに小集落
が存在していたが，1966年にはそれが大きなまと
まりをもった集落となり，面的に拡大しているこ
と。
④ 中央部デルタ地域での集落の利用が増加して
いること。
⑤ 1939年には記載のなかったTam Giangラグー
ンの湖岸部に集落が帯状に出現していること。
　図10 は，1939年，1966年，2008年の集落を重
ねた図である。集落面積は1966年が約9,682ha，
2008年が約12,642haであり，集落面積は全体で
2,960ha増加，増加率は約30%である（表５）。こ
れらの図表から，対象地における集落の拡大につ
いて以下の点が明らかになった。
図８　河川・水路からの400m（徒歩圏）バッファと集落立地（2008年）
表３　1966年の河川・水路沿いの集落面積及びその割合
表４　2008年の河川・水路沿いの集落立地及びその割合
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① ラグーン湖口付近，Huong川右岸内陸部，
砂丘地背後の国道・線路沿いの3地域において，
1966年から2008年の間の集落の拡大が顕著である
こと。
② 中央部デルタ海岸側地域においては，1939年
-1966年間に集落が拡大した後，1966年-2008年間
には大きな集落の拡大は見られないこと。
［道路］
　図11～13は，1939年，1966年，2008年 の 道 路
を示したものである。1939年と1966年は古地図・
地形図から抽出したものだが，2008年の道路につ
いては，ALOSの衛星画像データを利用して判読
しているため，道路の舗装状態など，使用した画
像の解像度では判読できないものもあった。その
ため道路の種類別の区分は行わなかった。
　道路の総延長は1939年が約91㎞，1966年が1,615
㎞，2008年が1,920㎞であり，1966年-2008年間で
305㎞延長している（表６）。1939年から1966年間
の増加が著しいが，これは単に地図記載の精度の
問題であると考えられる。
　よって，道路延長の増減は1966年と2008年の間
で表示した。全体として道路は複雑化しつつある
が，図から，1966年-2008年間で，特に海岸部や
砂丘地での道路延長が増加しており，その他，ラ
グーン湖口付近の海岸部と内陸部が架橋されつな
がったこと，内陸部丘陵地で道路が新規に建設さ
図９　1939年および1966年の集落とその変化
表５　全土地利用中に占める各年の集落面積とその割合
表６　各年の道路延長とその変化（km）
50―　　―
図10　1939年から2008年の集落とその変化
図11　1939年の道路図
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図12　1966年の道路図
図13　2008年の道路図
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れたことが確認できた。
　道路延長の内訳をみると，1966年時点の人道
（未舗装道路）も，2008年に減少することなく微
増しており，舗装道路だけでなく，細い道路や未
舗装道も増加していることが見て取れる。
　4.3.　エリア別の土地利用変化
　対象地の自然地形も考慮しながら，A ～ Dの
エリアを設定し（図14），土地利用の変化を分析
した。エリアA ‐ Bは，海岸から内陸にかけて中
心線をひき，そこから3㎞の範囲，エリアCは内
陸部，エリアDは中央部のデルタ地域，エリアE
はフエ新市街地の計5つを設定した。
［A　海岸-内陸（図15）］
　海岸から内陸に向かって，土地利用の変化を
順に整理する。海岸部砂丘地では，1966年には
見られなかった海岸林とエビ養殖池の造成が見
られる。Hirai et, al.（2005）の地形分類図によれ
ば，対象養殖池の造成されている砂丘地の標高は
5-10mとなっており，この地形場に位置する養殖
池の面積は約113haであった。対象地域の養殖池
全体の面積は約2,932haであり，全体の約3.9%に
過ぎないが，平井ら（2010）によれば，この砂丘
地のエビ養殖池は近年急速に増加した，従来の養
殖池とは性質が異なるものである。砂丘型（標高
10m前後の海岸砂丘の頂部を平坦に整地し，1.5m
～ 2m程掘り込んで遮水シートをしいて養殖を行
う。用水は沖合20m水深約8mの海水と，砂丘地
の地下水をくみ上げ，3:1の割合で混同し，塩分
濃度15 ～ 20‰にして用いる。年間を通して養殖
可能で，年間の収量は粗放的なものと比べ65 ～
100倍程度になる）と呼ばれる湖内環境への負荷
の大きいものだとしている。
　内陸部の標高5-10mの砂丘地帯は，1966年時点
ではほとんど利用されていなかった。しかし2008
年では，砂丘部分が畑や植林地として利用される
ようになっていることが分かった。対象地の砂丘
地帯に見られた植林地の総面積は約987haであっ
た。現地調査では，砂地に適した植物であるアカ
シアマンギウムやカシューナッツとみられる苗を
確認した。また，砂地以外の内陸部森林の面積は
1966年の544haから2008年11,993haと増加してい
る。一方で1966年時点では約15,000haあった疎林
が2008年には約481haに減少している。
　ベトナムでは，1960年代から政府主導で主に少
数民族の多い山岳地帯を中心に植林政策がとられ
ているが，砂丘地における植林地の増加と，内陸
部森林の増加について，ベトナム統計局の発表し
ている植林地集中面積の推移(2000年～ 2011年)で
は，砂丘地と内陸部森林を区別したデータがなく，
具体的な数字は追えない。今回研究対象エリアと
した地域の約15％の面積を有する砂丘地での植林
については今後注目すべきであろう。
［B　内陸部（図16）］
　フエ市から北西に向かって25-30㎞，1966年ま
では空地が広がっていた地域が2008年では河川・
道路沿いの居住地に変化している。居住地は標高
5-10m程度の丘陵地に立地し，居住地を挟んで周
囲に広がる0.5m-1mの低地と，砂丘地との境界の
後背湿地に水田が拓かれている。
　さらに，内陸部の標高20m-30m，50m以上の丘
陵・山間部には10-30ha程度の規模の貯水池も多
数建設されている。全体として，空地が見られな
くなり，空地箇所は主に田畑や森林，居住地など
に利用されるようになっている。
［C　デルタ地域（図17）］
　対象地中央部デルタ地域の土地利用は，平井ら
（2005）の地形分類図と合わせれば，1966年から
2008年の現在まで，おおよそ河成のデルタ地形
に対応したもの（後背湿地・旧河道（0.5-1mの低
地）: 田，自然堤防（1-2.5mの微高地）: 居住地・畑）
であることが理解できる。しかし，線路を挟んで
図14　分析エリア図
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内陸側の丘陵地では，1966年時点での空地箇所に
居住地と田畑が広がり，貯水池の建設も見られる。
平地でも，整地された土地（凡例項目「他の土地
利用」）が複数箇所みられ，今後開発が進むと思
われる。
［D　フエ市街地（図18）］
　フエ市市街地はHuong川を挟んで左岸の旧市街
地，右岸の新市街地と大別されるが，立地する自
然地形と拡大・形成時期から，⑴Huong川左岸の
グエン朝時代の遺跡が残る旧市街地，⑵Huong川
右岸の線路・道路を挟んでラグーン側，デルタ地
形と人口改変地に立地する旧市街地と新市街地の
混在地域，⑶線路・道路を挟んで内陸側，1966年
から2008年間に丘陵地に形成された新市街地の3
つに分けることができると思われる。
　⑴から⑶まで，全体として市街地は拡大傾向に
あるが，特に⑶の丘陵地への市街地の拡大が著し
い。1966年では丘陵地はほとんど利用されておら
ず，約2,000haの未利用地となっていたが，そのほ
とんどは居住地に利用されるようになっている。
図15　エリアAの土地利用変化
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図16　エリアBの土地利用変化
図17　エリアCの土地利用変化
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　⑵では，1966年時点での集落をベースに，2008
年までの間にHuong川の河岸沿いに拡大がみられ
る。1939年の土地利用図には，同地域に「高級住
宅」や「住宅」との記載がある。これらのことか
ら，⑵のエリアは1939年以前から立地する旧市街
地と，1966年以降に拡大した新市街地が混在する
地域と言える。
５．まとめ
　本稿では，対象地域における1939年，2008年の
二時期の土地利用図を新たに作成し，それと既成
の1966年の土地利用図を重ね，対象地域の地域変
化を把握した。結果，沿岸域で水田・砂地から養
殖池への土地転換や海岸林の造成，海岸浸食など
がみられた。また，都市部では市街地の拡大が顕
著であり，道路・インフラの整備も進められてい
る。集落の拡大は内陸部でも見られ，1966年時点
の内陸部空地箇所はほぼ開拓，田畑及び居住地と
して利用されている。河川上流の山地・丘陵地で
は貯水池の造成が目立ち，以前は墓地以外にはほ
とんど未利用だった砂丘地帯も，砂地に適した種
の植林地・畑，居住地として利用されていること
が分かった。
　しかし，現地調査（大友,2013）によって，上
述したような活発な土地利用が見られる一方，現
地の人々の生活は伝統的農業機械を用いた農業
図18　エリアDの土地利用変化
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や，湖内での竹製の小船を用いた養殖漁業が中心
であり，エビ養殖池も設備投資の少なくて済む粗
放的なものが大半であることが分かっている。加
えて，平井ら（2010）では，対象地を襲った1999
年の大洪水以降，急速に養殖池が拡大し，それに
伴うラグーンの水質悪化や，砂丘地での養殖池の
拡大も指摘されている。
　こういったことから，対象地においては，人々
の生活には伝統的な道具・様式が残るものの，居
住地の拡大，養殖池の造成，経済発展を目的とし
た地域開発・インフラの整備等，特に沿岸部で活
発な土地利用の変化が見られるとまとめることが
できる。現在まで生じた変化を基にしつつ，今後
も著しい変化が生じ得る地域としてベトナム中部
フエ省を位置づけたい。
　最後になるが，今回作成した一連の土地利用図
が，今後の研究の基礎資料として広く活用される
ことを願いたい。
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